
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
新
闘
館
長
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ブ
ロ
ウ
ク
ホ
ル
ス
ト
（
言
〕
８
己
ｃ
犀
。
匡
ｏ
吾
。
『
恩
）
と
共
に
一
六
四
九
年
八
月
七
日
に
は
出

島
に
到
着
し
て
お
り
、
二
月
五
日
の
着
任
を
待
つ
間
に
も
周
囲
の
注
目
を
多
少
と
も
集
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
二
月
七
日
に
は
通
詞

の
猪
股
傳
兵
衛
と
名
村
八
左
衛
門
が
、
剃
髪
し
た
男
四
人
を
伴
っ
て
商
館
長
室
に
現
わ
れ
、
長
崎
奉
行
馬
場
三
郎
左
衛
門
か
ら
、
直
ち
に
外

科
の
授
業
を
お
こ
な
う
よ
う
依
頼
さ
れ
た
由
伝
え
た
。
ブ
ロ
ウ
ク
ホ
ル
ス
ト
は
奉
行
の
依
頼
の
真
意
に
些
か
疑
い
を
抱
き
な
が
ら
も
、
当
人

（
２
）

た
ち
を
、
商
館
の
「
メ
ー
ス
テ
ル
」
に
紹
介
し
た
。
一
七
世
紀
の
そ
れ
に
類
す
る
依
頼
の
取
扱
い
の
例
を
考
え
る
と
、
恐
ら
く
二
、
三
日
の

内
に
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
に
よ
る
外
科
術
の
授
業
が
始
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
九
月
一
九
日
に
来
日
し
た
特

使
ア
ン
ド
リ
ー
ス
・
フ
リ
シ
ウ
ス
（
少
。
旨
の
い
軍
国
二
ｍ
）
と
商
館
長
ブ
ロ
ウ
ク
ホ
ル
ス
ト
の
使
節
団
が
二
月
二
五
日
に
は
す
で
に
江
戸
へ
出

３

立
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
授
業
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
こ
の
四
人
と
の
出
会
い
を
一
種
の
試
験
の

（
１
）

ら
な
い
。

ド
イ
ツ
・
ラ
イ
プ
チ
ヒ
出
身
の
外
科
医
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
（
ｇ
の
目
『
牌
冨
ョ
胃
侭
閏
、
一
六
二
三
～
一
七
○
六
年
）
が
二
度
江

Ｐ
に
滞
在
し
、
患
者
の
治
療
に
当
た
り
、
大
目
付
井
上
筑
後
守
政
重
の
興
味
を
引
い
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
活
動

の
様
子
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
唯
一
の
手
が
か
り
と
さ
れ
て
き
た
出
島
商
館
の
日
誌
以
外
の
文
献
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な

日
本
に
お
け
る
カ
ス
バ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
活
動
に
つ
い
て

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル

撰
轤
篭
讓
迺
私
嗜
誇
平
成
六
年
十
一
月
四
日
受
付

（3）



よ
う
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。
一
七
○
六
年
、
ゼ
ー
リ
ヒ
マ
ン
牧
師
が
ラ
イ
プ
チ
ヒ
で
故
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
生
涯
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
牧
師
は
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
「
日
本
人
医
師
四
人
か
ら
そ
の
職
業
上
の
能
力
を
試
さ
れ
、
そ
の
外
科

（
３
）

学
は
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
の
使
節
団
は
、
一
二
月
三
一
日
に
江
戸
に
到
着
し
て
い
る
。
三
週
間
後
に
は
長
崎
奉
行
馬
場
三
郎
左
衛
門
か
ら
、
臼
砲
手
、
伍

（
４
）

長
、
外
科
医
と
一
人
の
商
務
官
は
使
節
団
が
長
崎
へ
帰
っ
た
後
も
し
ば
ら
く
江
戸
に
残
る
よ
う
伝
え
ら
れ
た
。
使
節
団
が
江
戸
を
発
つ
ま
で

（
５
）

の
出
来
事
は
ブ
ロ
ウ
ク
ホ
ル
ス
ト
の
商
館
日
誌
と
フ
リ
シ
ウ
ス
の
旅
行
日
誌
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
身
分
の
低
い
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
に
つ
い

て
は
こ
の
日
誌
で
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ブ
ロ
ウ
ク
ホ
ル
ス
ト
は
一
六
五
○
年
二
月
六
日
、
将
軍
の
「
書
記
官
」
が
肩
を
傷

（
６
）
（
７
）

め
た
と
い
っ
て
や
っ
て
来
た
と
記
し
て
い
る
。
フ
リ
シ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
長
崎
奉
行
馬
場
の
書
記
官
で
、
腕
を
負
傷
し
て
い
た
と
い
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
患
者
の
社
会
的
な
地
位
の
お
陰
で
、
こ
れ
が
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
江
戸
で
の
医
療
活
動
を
示
す
最
初
の
記
述
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

四
日
後
の
夕
方
、
小
田
原
城
主
稲
葉
美
濃
守
正
則
が
腕
の
診
察
の
た
め
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
を
屋
敷
へ
呼
ん
だ
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
宗
田

（
８
）

一
氏
が
一
九
七
八
年
に
紹
介
し
た
「
阿
藺
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
に
こ
の
治
療
の
詳
細
な
処
方
が
残
っ
て
い
る
。

「
稲
葉
美
濃
守
殿
筋
痛
ノ
時
療
治

一
ヲ
ヲ
リ
ョ
テ
レ
メ
ン
テ
イ
ナ
（
９
２
日
弓
閏
ｇ
言
菩
ご
開
）

一
ヲ
ヲ
リ
ョ
ロ
ウ
リ
イ
ニ
（
○
一
２
日
伊
四
巨
凰
三
）

一
ヲ
ヲ
リ
ョ
カ
リ
ョ
ヒ
リ
ロ
ウ
ル
ン
（
ｇ
①
匡
目
ｏ
ｍ
ｑ
８
耳
一
三

（
９
）

一
ヲ
ヲ
リ
ヨ
ホ
ッ
ス
（
ｇ
①
ロ
ョ
ぐ
こ
５
言
匡
ョ
）

稲
葉
美
濃
守
正
則
の
治
療

（4） I



一
シ
ミ
ラ
ネ
草
ノ
実
命
目
〕
ｇ
匡
昌
）

一
ヘ
ネ
ゲ
レ
テ
セ
同
命
①
ｇ
の
自
国
ｇ
侭
国
①
Ｑ
）

一
ラ
ア
デ
キ
ス
サ
ル
デ
イ
（
両
目
員
蛋
吾
開
隠
）

葵
ノ
根

一
ア
ヲ
グ
ゾ
ニ
ホ
ッ
チ
イ
ネ
（
シ
×
匡
侭
国
酉
目
）

（
Ⅱ
）

一
新
キ
ホ
ッ
ト
ル
田
匡
ご
昌
目
）

一
ゴ
メ
ペ
テ
レ
イ
ネ
木
ノ
脂
（
の
宮
白
目
圏
①
罠
匡
日
）

一
ゴ
メ
ア
モ
ニ
ヤ
ク
ン
同
（
⑦
匡
日
目
シ
ョ
ョ
○
昌
胃
巨
日
）

一
セ
イ
ラ
加
減
（
○
①
国
）

（
Ｅ
）

各
煉
合
筋
和
ケ
堅
リ
ヲ
解
ナ
リ
・
」

稲
葉
は
こ
の
治
療
に
大
変
感
銘
を
受
け
た
ら
し
く
、
一
六
六
○
年
代
に
至
る
ま
で
医
療
品
を
た
く
さ
ん
注
文
し
、
侍
医
を
オ
ラ
ン
ダ
人
外

科
医
の
も
と
で
学
ば
せ
て
い
る
。
彼
の
江
戸
屋
敷
で
の
侍
医
、
吉
永
升
庵
の
名
は
「
阿
藺
陀
加
須
波
留
方
」
の
ひ
と
つ
に
添
え
ら
れ
た
短
い

「
外
科
名
寄
阿
藺
陀
流
」
に
見
ら
れ
る
。

で
は
材
料
が
そ
ろ
わ
ず
、
代
用
の
も
の

「
イ
ン
ク
ヱ
ン
ト
デ
ア
ル
デ
イ
ヤ

ま
た
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
ア
ル
テ
ア
硬
膏
も
用
い
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
に
は
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
な
ど

の
処
方
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
最
初
の
三
色
が
基
に
な
っ
て
い
る
。
下
記
の
よ
う
な
処
方
は
オ
ラ
ン
ダ
の
薬
局
方
に
も
な
い
の
で
、
江
戸

で
は
材
料
が
そ
ろ
わ
ず
、
代
用
の
も
の
を
用
い
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

一
ヲ
ヲ
リ
ヨ
ヘ
イ
ダ
ラ

ー
ヲ
ヲ
リ
ヨ
カ
モ
メ
リ

（
川
）

右
合
温
テ
塗
付
テ
良
。
」

（
○
房
巨
冒
〕
勺
①
庁
忌
四
の
）

（
○
房
匡
国
〕
○
毒
曽
昌
○
口
昌
一
冨
巴

5 （5）



藺
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
に
よ

「
水
戸
中
納
言
様
小
姓

一
ヲ
ヲ
リ
ョ
ア
ネ
テ

ー
ヲ
ヲ
リ
ヨ
カ
モ
メ

ー
ヲ
ヲ
リ
ヨ
ロ
ウ
リ

ー
ヲ
ヲ
リ
ョ
カ
リ
ョ

右
四
色
ハ
サ
ジ
ー
ッ
宛

「
一
直
伝
吉
永
升
庵
相
州
稲
葉
美
濃
守
殿
御
抱
在
江
戸

（
略
）

子
吉
永
升
選
阿
藺
陀
二
付
テ
筑
前
二
下
向
」

升
庵
は
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
ヤ
ン
・
シ
ュ
ラ
ム
（
盲
］
牌
胃
四
目
）
と
呼
ば
れ
、
一
六
五
○
年
に
記
録
を
作
成
し
た
か
、
又
は
猪
股
傳
兵
衛
か

他
の
通
詞
の
資
料
を
江
戸
で
手
に
入
れ
る
か
し
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
息
子
と
同
様
、
後
に
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
後
任
者
の
も
と
で
西
洋
の

外
科
学
を
か
な
り
集
中
的
に
学
ん
で
い
る
。

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
稲
葉
を
治
療
し
て
か
ら
急
に
忙
し
く
な
っ
た
こ
と
は
、
フ
リ
シ
ウ
ス
の
使
節
団
の
金
銭
出
納
簿
の
記
録
か
ら
も
う
か

が
え
る
。
そ
こ
に
は
二
月
一
三
日
に
駕
籠
を
二
台
購
入
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
駕
籠
は
、
筑
後
殿
の
命
を
受
け
た
シ
ャ
ム
ベ
ル

ゲ
ル
と
通
詞
を
毎
日
あ
ち
こ
ち
の
通
り
へ
運
び
、
治
療
を
行
う
の
に
用
い
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
必
需
品
」

（
脇
）

を
購
入
し
て
い
る
。

ブ
ロ
ウ
ク
ホ
ル
ス
ト
の
日
記
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ま
た
別
の
患
者
に
、
水
戸
中
納
言
徳
川
頼
房
に
仕
え
て
い
た
小
姓
が
い
た
。
「
阿

陀
外
科
医
方
秘
伝
」
に
よ
る
と
、
そ
の
小
姓
の
ひ
と
り
が
、
足
に
傷
を
負
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

水
戸
中
納
言
の
小
姓
の
療
治

ヲ
ヲ
リ
ヨ
ア
ネ
テ
イ
ネ

ヲ
ヲ
リ
ヨ
カ
モ
メ
リ

ヲ
ヲ
リ
ヨ
ロ
ウ
リ
イ
ニ

ヲ
ヲ
リ
ヨ
カ
リ
ヨ
ヒ
ロ
ウ
ル
ン

に
よ
る
と
、
そ

小
姓
足
ノ
療
治

少
ウ
ン
、
イ
ノ
ン
ト
、
痛
止

熱
、
ノ
ギ
ク
、
筋
ノ
タ
メ

同
、
ヒ
ク
タ
ン
、
同

同
、
丁
子
ノ
事
、
同

（
○
行
昌
己
Ｐ
己
里
冨
）

（
○
行
員
冒
○
壷
四
ヨ
○
ヨ
三
四
巴

（
○
行
日
ご
Ｆ
ｍ
巨
。
己
匡
目
）

（
○
庁
昌
己
○
煙
門
】
Ｃ
官
〕
宮
５
円
昌
、
ご

竺
凸
凸

〆

（6） ６



（
肥
）

井
上
筑
後
守
政
重
の
も
と
に
い
た
通
詞
の
新
右
衛
門
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
上
手
で
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
と
も
よ
く
接
触
し
て
い
た
。
膀
胱
結

（
四
）

石
や
カ
タ
ル
、
そ
の
他
の
病
に
苦
し
む
高
齢
の
井
上
を
診
て
い
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
見
落
と
さ
れ
て
い
た
侍
医
の
ト
ー
サ
ク

大
目
付
の
侍
医
と
い
う
地
位
の
お
陰
で
彼
は
誰
よ
り
も
外
国
の
医
薬
品
や
医
療
器
具
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
た
。
苦
痛
を
訴
え
る
主
人

が
最
高
の
治
療
を
期
待
し
て
い
た
の
で
、
彼
は
西
洋
医
術
を
熱
心
に
学
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
ト
ー
サ
ク
も
一
六
五
○
年
に
シ
ャ
ム

の
日
本
名
を
書
い
た
も
の
も
あ
る
。

ベ
ル
ゲ
ル
の
治
療
を
受
け
て
い
る
。

（
鋤
）

（
弓
（
）
忠
９
８
）
で
あ
っ
た
。

右
八
色
合
温
テ
ヌ
リ
付
其
上
ニ
付
ル
膏
薬
ワ

（
恥
）
（
Ⅳ
）

メ
リ
ロ
ウ
ト
、
サ
ダ
レ
ノ
ン
、
ム
ス
ラ
キ
’
一
ブ
ス
、
ヲ
リ
ス
ゴ
ロ
ロ
ニ
」

方
未
習
方
未
習

お
そ
ら
く
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
個
々
の
油
に
つ
い
て
、
そ
の
効
用
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
に
は
代
用
に
な
る
植
物

一
ヲ
ヲ
リ
ヨ
テ
レ

ー
ヲ
ヲ
リ
ョ
ス
ク

ー
ヲ
ヲ
リ
ョ
ヘ
イ

ー
ヲ
ヲ
リ
ョ
ヱ
ネ

右
四
色
ハ
四
滴
程
宛

大
目
付
井
上
政
重
の
侍
医
の
治
療

「
井
上
筑
後
守
様
坊
主
衆
療
治

ヲヲヲヲ

ヲヲヲヲ
リリリリ
／／／／

ヨヨヨヨ

ヱヘステ

ネイクレ
ペダシメ
レライン

、一

不ア
ノ

イ

ーチ
ノ

ヲ
ヲ
リ
ト
云
ハ
油
ナ
リ

大
熱
、
筋
ノ
タ
メ

同
、
同

同
、
湿
気
去

同
、
筋
ノ
為

（
○
示
昌
ご
弓
ご
閏
の
豆
昌
言
四
①
）

■
■
〆

（
○
行
匡
日
ぴ
こ
の
○
ヨ
こ

』

（
○
帝
屋
目
も
①
弓
四
①
）

●
〆

（
（
】
①
巨
Ｈ
ご
］
二
口
一
口
①
国
｝

（7）７



す
で
に
一
六
四
○
年
代
に
は
、
商
館
長
が
医
薬
品
を
江
戸
へ
持
参
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
井
上
や
老
中
の
屋
敷
に
は
あ
る
程
度
の
西

洋
の
「
用
常
備
薬
」
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
老
中
が
示
し
た
好
意
的
な
反
応
を
忘
れ
ず
に
、
特
使
フ
リ
シ
ウ
ス
は
一
六
四
九

年
に
も
医
薬
品
を
持
参
し
て
お
り
、
こ
れ
は
彼
が
乗
っ
て
き
た
ロ
バ
イ
ン
号
（
詞
ｏ
ｇ
ｐ
）
の
積
荷
送
状
（
菌
、
日
昌
）
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
型
）

最
初
の
七
九
番
の
箱
は
老
中
用
で
あ
っ
た
。

一
ヲ
ヲ
リ
ヨ
ホ
ツ
ス
（
○
万
口
白
く
こ
き
冒
匡
ョ
）

一
ヲ
ヲ
リ
ヨ
テ
レ
メ
ン
テ
イ
ナ
（
９
２
日
目
ｇ
ｇ
旨
吾
日
用
）

一
ヲ
ヲ
、
ノ
ヨ
ロ
ウ
Ⅲ
ノ
イ
ニ
（
○
一
①
匡
日
伊
四
匡
吋
ヨ
匡
目
）

一
イ
ン
ク
ヱ
ン
ト
デ
ア
ル
デ
イ
ヤ
ａ
ロ
胆
匡
ｇ
目
白
号
壁
号
四
①
巴

（
劃
）

右
合
ヌ
リ
付
其
上
ニ
ム
ス
ラ
ギ
ニ
フ
ス
ヲ
付
ル
ナ
リ
」

ト
ー
サ
ク
は
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
井
上
の
屋
敷
で
医
薬
品
や
治
療
法
に
つ
い
て
説
明
を
す
る
と
き
に
は
常
に
同
席
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
一
六
五
一
年
二
月
に
日
本
を
離
れ
て
ま
も
な
く
、
一
六
五
二
年
二
月
に
ト
ー
サ
ク
は
様
々
な
医
薬
品
を
注
文
し

（
艶
）

て
お
り
、
こ
れ
を
み
て
も
、
ト
ー
サ
ク
が
相
当
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。
間
違
い
な
く
、
井
上
の
侍
医
ト
ー
サ
ク
は
数

少
な
い
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
「
弟
子
」
の
ひ
と
り
だ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
翌
一
六
五
三
年
一
月
に
な
る
と
、
彼
は
出
島
藺
館
医

が
始
め
た
謡
曲
師
喜
多
村
七
大
夫
の
治
療
を
、
オ
ラ
ン
ダ
人
一
行
が
江
戸
か
ら
引
き
揚
げ
た
後
も
、
ひ
と
り
で
続
け
て
い
く
自
信
を
持
っ
て

（
鰯
）

ト
ー
サ
ク
は
一
六
五
五
年
二
月
に
亡
く
な
り
、
彼
が
収
集
し
、
記
録
し
た
資
料
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
一
六
五
七
年
明
暦
の
大
火
で
焼
失

し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

い
た
ほ
ど
で
あ
る
。

特
使
フ
リ
シ
ウ
ス
が
持
参
し
た
薬
箱

（8） 8
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フ
リ
シ
ウ
ス
一
行
は
一
六
五
○
年
四
月
中
旬
に
長
崎
へ
帰
っ
た
。
江
戸
に
留
ま
っ
た
四
名
の
う
ち
の
代
表
者
バ
イ
レ
フ
ェ
ル
ト
が
書
い
た

（
”
）

日
誌
は
そ
の
行
方
が
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
六
ヶ
月
間
の
「
金
銭
出
納
簿
」
か
ら
は
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
ら
の
行
動
を
い
く
ら
か
推
察
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
バ
イ
レ
フ
ェ
ル
ト
は
魚
、
野
菜
、
鶏
、
唯
、
薪
、
・
ハ
ン
等
の
買
い
物
を
毎
日
綿
密
に
記
録
し
、
そ
の
他
の
費
用
は
月
末
に
清

算
し
て
い
る
。
四
月
、
使
節
団
が
発
っ
た
直
後
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
頻
繁
に
外
出
し
て
い
る
。

「
通
詞
や
役
人
、
外
科
医
を
さ
ま
ざ
ま
な
病
人
の
も
と
へ
運
ん
で
治
療
等
を
施
す
た
め
、
こ
の
半
月
毎
日
外
出
し
た
の
で
、
一
七
日
間
の

（
羽
）

駕
籠
代
は
全
部
で
二
フ
ロ
リ
ン
九
ス
タ
イ
フ
ァ
ー
三
ペ
ニ
ン
グ
に
な
る
。
」

そ
の
後
は
臼
砲
手
ら
も
多
忙
に
な
っ
た
た
め
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
分
は
確
定
で
き
な
く
な
る
が
、
七
月
ま
で
は
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
常

に
外
出
者
リ
ス
ト
の
筆
頭
に
書
か
れ
て
い
る
。
五
月
に
は
全
部
で
四
三
日
分
、
六
月
に
は
五
九
日
、
七
月
に
は
七
四
日
、
八
月
に
は
二
二
三

【
」
」
産
弓
．
め
巴
の
四
℃
閏
，
二
四
ｍ
命
．
争
淳
‐
恥
－
完
且
寅
、
四
一
の
四
℃
閏
．
琶
四
）

Ｐ
』
、
空
き
．
”
ｍ
ｅ
○
○
邑
耳
画
く
①
同
ぐ
四
①
ｌ
”
届
“
Ｉ
（
詞
四
＆
ｘ
ｏ
Ｃ
ｐ
ｑ
四
く
の
。
国
の
）

冨
昌
］
産
与
．
ロ
ｍ
ご
巨
昌
ｚ
四
〕
言
詳
ご
合
巨
ョ
鐸
ｌ
”
‐

（
固
い
ヨ
ロ
ョ
ｚ
①
ロ
ゴ
Ｈ
ご
ロ
日
］
）

Ｚ
つ
○
己
の
四
】
○
ヨ
の
国
三
目
四
目
閏
●
一
八
昂
．
馬
（
○
ユ
の
国
罠
目
自
国
ユ
）

○
年
号
．
巨
巨
目
国
鼬
匿
禺
貯
．
司
吟
‐
（
三
二
日
国
）

勺
』
ヘ
ー
ー
ロ
も
①
○
コ
〕
の
ｌ
豊
野
Ｉ
（
も
四
①
○
己
巴

Ｃ
こ
空
き
．
弓
彦
囚
①
す
①
里
言
ヨ
画
く
国
昂
国
岸
吟
‐

（
弓
閏
①
宮
昌
三
コ
“
く
囚
吊
国
）

（
い
ふ
）

罰
」
三
国
国
凰
易
詞
弓
馬
淳
吟
‐
’
（
月
買
①
ョ
三
房
己

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
こ
れ
ら
の
薬
品
に
つ
い
て
は
江
戸
で
詳
細
な
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

一
六
五
○
年
四
月
一
六
日
～
一
○
月
一
五
日
の
活
動

(10) 1()



（
鋤
）

日
、
そ
し
て
九
月
に
は
一
九
四
日
分
を
支
払
っ
て
い
る
。

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
多
忙
な
日
々
を
送
っ
た
こ
と
は
、
バ
イ
レ
フ
ェ
ル
ト
が
江
戸
か
ら
長
崎
へ
送
っ
た
手
紙
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

江
戸
（
バ
イ
レ
フ
ェ
ル
ト
）
長
崎
出
島
（
ブ
ロ
ゥ
ク
ホ
ル
ス
ト
）
（
出
典
）

六
月
七
日
↓
七
月
二
七
日
（
シ
詞
シ
》
ｚ
国
路
巴

六
月
二
七
日
↓
七
月
一
○
日
（
シ
詞
シ
ゞ
ｚ
国
麗
巴

七
月
二
四
日
？
↑
七
月
二
日
（
シ
ズ
ン
》
ｚ
国
産
ら

？
Ｄ

↓
八
月
一
五
日
（
商
館
長
日
誌
に
よ
り
）

七
月
一
七
日
↓
七
月
三
○
日
（
商
館
長
日
誌
に
よ
り
）

八
月
一
七
日
↑
八
月
三
日
（
シ
罰
シ
、
ｚ
ご
盆
ら

九
月
四
日
↓
九
月
二
三
日
（
シ
罰
シ
、
ｚ
国
麗
巴

《
’
〆
‐
。

↑
九
月
二
四
日
（
商
館
長
日
誌
に
よ
り
）

？
。

↓
一
○
月
四
日
（
商
館
長
日
誌
に
よ
り
）

↑
一
○
月
七
日
（
商
館
長
日
誌
に
よ
り
）

「
ず
Ｇ

最
初
の
手
紙
は
一
六
五
○
年
六
月
七
日
付
で
、
特
に
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
毎
日
、
「
身
分
の
高
い
人
か
ら
低
い
人
ま
で
」
さ
ま
ざ
ま
な
患
者

の
治
療
に
当
た
り
、
江
戸
の
店
に
も
井
上
の
手
元
に
も
な
い
薬
品
が
若
干
必
要
に
な
っ
た
た
め
、
同
封
の
リ
ス
ト
の
も
の
を
早
く
送
る
よ
う

（
鋤
）

依
頼
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
自
分
用
の
薬
箱
を
四
箱
持
っ
て
い
た
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
、
医
薬
品
を
大
量
に
使
用
し
て
い
た
に
違

六
月
二
七
日
に
出
し
た
二
通
目
の
書
翰
も
同
様
の
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
た
ま
た
ま
江
戸
か
ら
帰
途
に
着
い
た
長
崎
の
町
年
寄
高
島
が
預

か
っ
た
最
初
の
手
紙
よ
り
も
早
く
七
月
一
○
日
に
は
ブ
ロ
ウ
ク
ホ
ル
ス
ト
の
手
も
と
に
届
い
て
お
り
、
翌
日
に
は
希
望
の
薬
品
に
添
書
を
添

い
な
い
の
で
あ
る
。

(11）1]



ル
ス
ト
の
反
応
は
記
さ
れ
て
い
な
い
・

か
ら
も
わ
か
ら
な
い
。
ブ
ロ
ウ
ク
ホ
。

な
り
自
由
に
町
中
を
出
歩
い
て
い
た
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
ブ
ロ
ウ
ク
ホ
ル
ス
ト
は
バ
イ
レ
フ
ェ
ル
ト
に
手
紙
を
一
通
書
い
て
い
る
が
、
現
在
、
そ
の
所
在
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

七
月
末
に
注
文
の
医
薬
品
が
到
着
し
て
い
る
。
包
み
を
解
く
と
、
「
運
送
中
の
不
注
意
か
ら
油
の
瓶
が
ほ
と
ん
ど
割
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
」
。

ブ
ロ
ウ
ク
ホ
ル
ス
ト
は
新
た
に
荷
造
り
を
し
直
し
、
こ
れ
は
八
月
末
に
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
手
に
渡
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
、
次
に
江
戸

か
ら
届
い
た
、
九
月
四
日
付
の
長
い
手
紙
に
は
主
に
臼
砲
手
ス
ヘ
ー
デ
ル
の
活
動
が
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
内
容
は
八
月
末
か
ら
九
月
初
め

に
か
け
て
老
中
牧
野
と
大
目
付
井
上
の
臨
席
の
も
と
に
行
わ
れ
た
臼
砲
射
撃
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
手
紙
に
対
す
る
ブ
ロ
ウ
ク
ホ

ル
ス
ト
の
反
応
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
バ
イ
レ
フ
ェ
ル
ト
が
江
戸
か
ら
出
し
た
一
○
月
四
日
付
の
手
紙
や
、
同
封
し
た
日
記
の
一
部

か
ら
も
わ
か
ら
な
い
。
ブ
ロ
ウ
ク
ホ
ル
ス
ト
は
雰
囲
気
は
総
じ
て
友
好
的
だ
っ
た
と
だ
け
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち
は
、
か

七
月
二
八
日
と
三
○
日
に
は
出
島
に
、
同
月
一
七
日
付
の
バ
イ
レ
フ
ェ
ル
ト
の
手
紙
と
薬
品
、
及
び
井
上
の
た
め
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
取
り

寄
せ
る
珍
品
の
リ
ス
ト
が
届
い
て
い
る
。
そ
の
返
信
の
中
で
ブ
ロ
ウ
ク
ホ
ル
ス
ト
は
、
帰
郷
し
た
い
と
い
う
四
人
に
辛
抱
す
る
よ
う
励
ま
し
、

井
上
か
ら
外
科
学
や
測
量
術
、
臼
砲
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
で
き
る
限
り
答
え
て
は
よ
い
が
、
自
ら
進
ん
で
話
す

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
改
め
て
指
示
し
て
い
る
。
幸
い
将
軍
が
四
人
の
生
活
費
を
引
き
受
け
て
お
り
、
彼
ら
は
街
中
を
か
な
り
自
由
に
行

動
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
通
詞
の
猪
股
に
つ
い
て
は
、
商
人
気
質
だ
と
か
、
信
頼
で
き
な
い
な
ど
と
繰
り
返
し
オ
ラ
ン
ダ
語
の
書
類
に
苦
情

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
は
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
も
と
に
自
分
か
ら
患
者
を
連
れ
て
き
て
い
た
。
バ
イ
レ
フ
ェ
ル
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
患

者
を
ど
う
す
べ
き
か
上
司
ブ
ロ
ウ
ク
ホ
ル
ス
ト
に
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。
ブ
ロ
ウ
ク
ホ
ル
ス
ト
は
、
通
詞
が
「
治
療
不
可
能
な
身
体
障
害
者

（
ぐ
四
日
旨
の
廓
の
○
津
①
面
目
目
①
）
を
連
れ
て
き
た
ら
」
、
カ
ス
パ
ル
先
生
は
、
不
治
の
病
い
だ
と
言
っ
て
断
っ
て
も
よ
い
と
返
事
し
て
い
る
。
「
こ

の
と
ん
ま
」
、
つ
ま
り
猪
股
は
嫌
わ
れ
者
で
あ
っ
た
。
「
例
の
通
り
上
役
に
へ
つ
ら
う
こ
と
ば
か
り
を
考
え
て
い
る
よ
う
な
者
で
あ
っ
た
か
ら
」

（
帥
）

で
あ
る
。

え
て
発
送
し
て
い
る
。

(12)
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ブ
ロ
ウ
ク
ホ
ル
ス
ト
の
最
後
の
手
紙
は
一
○
月
七
日
付
で
、
そ
れ
が
届
い
た
の
は
バ
イ
レ
フ
ェ
ル
ト
一
行
が
江
戸
と
大
阪
の
間
に
い
る
と

き
で
あ
っ
た
。
江
戸
に
残
っ
た
四
人
は
、
次
に
商
館
長
が
江
戸
へ
来
る
と
き
ま
で
帰
れ
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
急
に
帰
郷
の
許
可

が
下
り
、
一
○
月
一
五
日
に
江
戸
を
出
発
し
て
い
る
。

そ
の
前
日
バ
イ
レ
フ
ェ
ル
ト
は
こ
れ
ま
で
数
ヶ
月
間
の
い
ろ
い
ろ
な
支
出
を
金
銭
出
納
簿
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
シ
ャ
ム
ベ

ル
ゲ
ル
が
購
入
し
た
分
も
含
ま
れ
て
い
た
。

「
四
の
ロ
ユ
①
ぐ
○
一
ｍ
①
ロ
ロ
①
Ｑ
Ｈ
Ｏ
ぬ
巨
①
。
四
一
ｍ
“
ご
Ｑ
①
局
望
邑
弄
の
○
○
○
『
Ｑ
①
己
の
ロ
茸
匡
【
ぬ
昌
邑

〕
ロ
〉
庁
す
①
周
①
昌
旦
①
二
ｍ
○
『
己
昌
巨
ｍ
①
『
員
］
①
ロ
房
置
二
①
ご
庁
○
斤
い
①
吋
宮
開
く
煙
邑
Ｑ
①

漁
①
碕
①
○
○
嵩
、
己
朴
巨
〕
Ｑ
①
①
Ｈ
Ｑ
①
己
幽
毎
①
弓
計
①
ご
胴
①
ロ
ロ
Ｈ
①
コ
ユ
①
○
国
の
四
四
．
与
こ
の
め
①
昌
目
ご
］
①
ｇ
ｏ

。

ｍ
①
碕
①
○
〔
）
員
扁
巨
〕
Ｑ
①
①
Ｈ
Ｑ
①
骨
）
四
宮
①
弓
計
一

ぐ
①
ユ
〕
門
匡
く
○
麦
①
国
“
邑
恥
一
】
己
①
国
匡
ご
ｎ
戸

弓
ゴ
適
晶
弾

（
薬
用
の
草
、
根
、
種
）

ぐ
Ｏ
Ｏ
Ｈ
Ｑ
Ｒ
Ｏ
ｍ
①
一
〈
罰
こ
ぐ
Ｑ
の
ロ
》
湧
己
民
詳
①
一
ｍ
①
。
・
①
圃
画
四
・
①
己

ｔ

（
ア
ラ
キ
酒
）

い
い
四
．
庁
、
。
、
ゴ
ー
ョ
ロ
ロ
囚
恥
①
己
騨
寓
’
四
○
一
肉
－
恥
『
恥
ｌ
釦

（
丁
子
）

ぬ
貝
○
①
命
開
①
一
国
画
”
①
］
①
。
Ｉ
餡
叩
ｌ
”

昌
釦
、
恥
ｌ
》

（
白
蝋
、
黄
蝋
）

昼
ご
耳
①
ご
ロ
①
胸
①
①
一
戸
ご
画
の
〆

（
水
銀
）

口
巨
一
，
一
肉
望
一
ぐ
①
〕
‐
ｌ
”
司
卸

印
呈
ご
印
く
①
一
Ｑ
］
Ｑ
①
一
（
）
○
コ
ご
冑
人
呼
Ｐ

（
硫
黄
、
白
鉛
）

呈
母
四
一
ぐ
耐
ず
①
①
二
入
野
岸

（
鯨
骨
）

（
膏
薬
と
包
帯
用
の
綿
布
）

曽
へ
臼
⑨
写
乏
四
四
庁
庁
（
群
亘
の
胃
里
の
厨
①
ロ
ユ
①
言
冒
Ｑ
①
一
ｍ
』
酌
蝿
呼

ｆ

（
陶
製
の
瓶
、
碗
、
鉢
、
乳
鉢
）

①
の
己
〕
ぬ
①
四
①
門
口
の
閉
一
①
、
印
①
ロ
》
一
【
（
〕
で
目
①
国
の
》
畠
）
○
庁
ロ
①
邑
印
①
口
こ
の
く
ｐ
く
め
《
⑦
Ｈ
の
芦
即
吟
吟

号

（
”
空

」
｝
〈
①
扇
昼
の
①
己
。
①
』
の
一
扇
－
報
い
鼻
」
（
や
か
ん
、
イ
ン
ド
サ
ラ
サ
）
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一
月
八
日
に
再
び
ス
テ
ル
テ
ミ
ウ
ス
は
商
務
員
二
名
と
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
を
井
上
の
所
へ
同
伴
し
た
。
最
後
に
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
ひ
と

（
約
）

り
残
っ
て
、
外
科
学
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
翌
日
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
井
上
の
屋
敷
で
、
持
参
し

一
六
五
○
年
二
月
一
四
日
に
よ
う
や
く
長
崎
へ
戻
っ
た
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
、
早
く
も
一
○
日
後
に
は
再
び
江
戸
へ
発
つ
こ
と
に
な
っ

（
妬
）

て
い
た
。
今
回
は
新
商
館
長
ピ
ー
テ
ル
・
ス
テ
ル
テ
ミ
ウ
ス
（
国
①
目
陣
の
『
号
の
ョ
旨
い
）
に
同
行
し
、
一
六
五
一
年
一
月
五
日
に
一
行
は
江
戸

に
到
着
し
た
。
ス
テ
ル
テ
ミ
ウ
ス
は
す
ぐ
に
通
訶
を
大
目
付
井
上
の
も
と
に
や
り
、
「
こ
の
間
ま
で
こ
ち
ら
に
い
た
外
科
医
が
来
て
い
る
」
こ

（
Ｗ
）

と
を
告
げ
る
と
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
翌
朝
招
待
を
受
け
た
。
念
の
た
め
「
閣
下
」
は
後
で
長
崎
屋
に
書
状
を
送
り
さ
え
し
て
い
る
。
井
上

の
希
望
通
り
に
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
日
の
出
の
一
時
間
後
に
彼
の
屋
敷
へ
向
か
っ
た
。
彼
は
上
機
嫌
で
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
に
、
東
イ
ン
ド
の

他
の
地
域
に
も
赴
任
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
は
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
薬
品
を
持
っ
て
き
た
の
か
な
ど
、
矢
継
ぎ
早

（
錦
）

に
質
問
を
浴
び
せ
た
。

パ
イ
レ
フ
ェ
ル
ト
一
行
は
一
○
月
一
五
日
に
江
戸
を
発
ち
、
陸
路
大
坂
ま
で
行
き
、
兵
庫
か
ら
は
船
で
直
接
長
崎
へ
向
か
い
、
二
月
一

日
出
島
に
到
着
し
た
。
彼
等
は
と
り
わ
け
井
上
か
ら
さ
ら
に
新
た
な
注
文
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
若
干
の
潟
血
用
硝
子
器
や
説
明
言

（
別
）
（
お
）

付
の
解
剖
言
も
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
そ
れ
よ
り
少
し
前
の
、
二
月
五
日
に
は
、
帰
化
人
沢
野
忠
庵
が
死
去
し
て
い
る
。

（
郷
）

伍
長
は
ス
ホ
イ
ト
銀
二
○
枚
を
得
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
軟
膏
と
膏
薬
の
典
型
的
な
材
料
や
、
ま
た
鯨
骨
が
骨
折
の
副
木
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
こ
の
よ
う
な
功
績
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
江
戸
に
残
っ
た
ョ
－
ロ
ッ
パ
人
四
人
の
う
ち
最
も
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
の

は
ス
ヘ
ー
デ
ル
だ
っ
た
。
八
月
と
九
月
に
射
撃
を
披
露
し
た
後
、
一
○
月
初
め
に
帰
郷
の
許
可
が
下
り
た
。
彼
等
の
働
き
に
対
し
て
上
司
で

あ
る
バ
イ
レ
フ
ェ
ル
ト
は
小
袖
二
○
枚
、
ス
ヘ
ー
デ
ル
は
ス
ホ
イ
ト
銀
百
枚
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
ス
ホ
イ
ト
銀
三
○
枚
、
そ
し
て
ス
ミ
ト

一
六
五
一
年
に
お
け
る
活
動
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た
薬
品
を
ひ
と
と
お
り
見
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
名
称
は
通
詞
に
よ
り
日
本
字
で
書
き
留
め
ら
れ
た
。
筑
後
殿
は
、
「
こ
れ
ら
の
薬
品

は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
名
で
上
様
に
献
上
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
オ
ラ
ン
ダ
薬
は
こ
れ
ま
で
も
度
々
用
い
ら
れ
、
そ
の
効
果
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、

（
㈹
）

今
後
、
日
本
で
は
一
層
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
に
対
し
て
表
明
し
て
い
る
。

（
判
）

前
年
同
様
、
井
上
は
商
館
長
一
行
が
持
参
し
た
牛
黄
を
老
中
に
配
ら
せ
た
。
井
上
の
要
請
に
応
じ
て
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
一
月
の
間
ほ
と

（
嘘
）

ん
ど
毎
日
患
者
を
診
て
回
っ
た
。
二
月
に
も
こ
の
よ
う
な
往
診
は
続
い
て
い
る
。
一
九
日
に
井
上
は
通
詞
の
孫
兵
衛
に
向
か
っ
て
、
「
今
年
オ

ラ
ン
ダ
人
が
持
参
し
た
珍
品
の
中
に
あ
る
医
薬
品
は
特
に
評
判
が
よ
く
、
外
科
医
（
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
）
が
毎
日
行
な
っ
て
い
る
善
い
治
療
は

（
州
）

非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
だ
」
と
言
っ
て
い
る
。

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
井
上
の
屋
敷
を
度
々
訪
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
三
月
初
め
に
ス
テ
ル
テ
ミ
ウ
ス
は
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
井
上
の

通
詞
か
ら
謁
見
の
期
日
に
つ
い
て
情
報
を
得
た
と
記
し
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
わ
か
っ
た
の
で
ぁ

謁
見
は
三
月
二
四
日
に
行
わ
れ
た
。
井
上
は
四
月
一
日
に
出
発
の
準
備
に
取
り
か
か
っ
て
い
た
一
行
に
、
翌
年
の
た
め
に
将
軍
と
老
中
が

（
妬
）

希
望
す
る
品
物
の
リ
ス
ト
を
手
渡
し
て
い
る
。

こ
の
二
度
目
の
江
戸
参
府
か
ら
出
島
へ
戻
っ
て
き
た
の
は
ニ
ハ
五
一
年
五
月
三
日
で
あ
っ
た
。
日
本
を
離
れ
る
ま
で
の
残
り
の
六
ヶ
月
間

に
つ
い
て
の
記
述
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
六
月
の
初
め
に
江
戸
か
ら
再
び
井
上
の
注
文
が
届
い
た
。
多
く
の
医
薬
品
の
う
ち
、
出
島
に
あ

（
輪
）

る
も
の
は
す
ぐ
に
発
送
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
行
っ
た
に
違
い
な
い
。
残
り
は
翌
年
の
分
と
な
っ
た
。

古
賀
十
二
郎
は
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
弓
国
員
Ｃ
厨
く
四
一
①
。
ご
コ
）
を
引
用
し
て
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
エ
ハ
五
○
年
一
二
月
に
、
奉
行
か
ら
、
雌

の
猟
犬
が
子
犬
を
産
ん
で
か
ら
弱
っ
て
い
る
の
で
治
療
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
た
こ
と
や
、
ま
た
、
猿
が
一
週
間
前
に
尾
を
焦
が
し
た
と
運
び

（
塀
）

込
ま
れ
、
治
療
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
両
方
と
も
事
実
で
は
あ
る
が
、
シ
ャ
ム
ベ

（
州
）

ル
ゲ
ル
が
い
た
時
期
で
は
な
く
、
一
六
五
六
年
の
出
来
事
で
あ
る
。

（
無
）

ろ
ア
フ
。
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こ
の
時
期
に
井
上
が
注
文
し
た
も
の
は
、
後
の
納
品
か
ら
一
部
を
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
六
五
一
年
四
月
一
日
に
将
軍
と
老
中
が

（
粥
）

希
望
す
る
品
物
の
リ
ス
ト
を
手
渡
し
て
い
る
。
こ
の
注
文
書
は
オ
ラ
ン
ダ
船
で
秋
に
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
着
い
た
。
そ
こ
で
手
に
入
る
も
の
は
翌

夏
は
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
送
ら
せ
た
も
の
は
早
く
て
も
二
年
先
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
次
の
一
六
五
二
年
夏
の
ス

ミ
ン
ト
号
命
目
の
邑
号
）
七
二
番
の
箱
に
含
ま
れ
て
い
た
故
尾
張
藩
主
の
子
息
た
ち
の
た
め
の
ミ
イ
ラ
、
筑
後
殿
の
た
め
の
包
帯
缶
、
ラ
ン
セ

（
別
）

ツ
ト
、
用
具
、
本
な
ど
に
は
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
影
響
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
。

一
六
五
一
年
八
月
三
日
に
上
位
外
科
医
ヨ
ー
ハ
ン
・
ヤ
ー
コ
ブ
・
メ
ル
ク
ラ
イ
ン
（
旨
冨
目
苛
の
号
冨
の
『
鼻
面
。
）
が
乗
っ
て
い
た
ポ
ー
ラ

（
鞘
）

ン
ド
王
号
が
入
港
し
た
。
長
崎
湾
に
停
泊
し
て
い
る
間
に
日
本
人
「
貴
族
」
が
熱
い
ピ
ッ
チ
で
足
に
火
傷
を
負
っ
た
。
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は

毎
日
そ
の
傷
を
診
て
い
た
が
、
ひ
と
り
で
は
手
に
負
え
な
い
と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
オ
ラ
ン
ダ
船
の
外
科
医
を
次
々
に
連
れ
て
き
た
。
彼

は
褒
美
と
し
て
着
物
や
酒
、
金
貨
な
ど
を
貰
っ
た
。
こ
う
し
て
幸
運
に
も
街
を
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
者
の
中
に
既
述
の
メ
ル
ク
ラ
イ
ン
が

（
帥
）

い
た
。
こ
の
火
傷
は
実
際
ひ
ど
か
っ
た
よ
う
で
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
後
任
者
も
診
療
に
関
わ
っ
て
い
る
。
二
一
月
初
め
に
奉
行
は
商
館
長

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ブ
ル
フ
ｓ
目
四
ｇ
く
目
号
『
国
一
侭
乞
に
鴨
を
数
羽
贈
り
、
外
科
医
に
、
足
に
重
い
火
傷
を
負
っ
た
ボ
ン
ジ
ョ
イ
の
治
療

（
別
）
（
魂
）

を
許
可
し
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
頃
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
、
二
月
一
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
号
で
日
本
を
離
れ
、
バ
タ

ヴ
ィ
ア
か
ら
一
週
間
足
ら
ず
の
と
こ
ろ
に
い
た
。

ツ
ト
、
用
具
、
本
な
ど
に
は
シ
ャ
入

「
同
国
｝
○
閉
①
ｚ
ｏ
目
・
閏
ぐ
邑
邑
①

一
六
四
九
年
か
ら
一
六
五
一
年
に
行
っ
た
医
薬
品
の
注
文

』
Ｃ
里
ご
言
（
）
日
』
①
く
○
日
．
Ｑ
①
冨
民
己
閏
①
ロ
ぐ
智
〕
Ｑ
①
ロ
〔
）
ぐ
閏
一
①
Ｑ
①
ご
国
［
①
①
］
民
‘
ぐ
閏
］
○
匡
言
煙
昌
い
》
ｌ
”
‐

函
○
一
］
胃
匡
罠
媚
買
口
の
ぐ
①
Ｈ
ご
自
己
Ｑ
Ｑ
Ｏ
（
）
の
①
ご
口
冒
計
。
（
）
己
の
Ｈ
す
①
里
四
ｍ
百
国
］
①
弄
一
］
巨
ご
く
罠
く
Ｒ
ｐ
①
口
①
己

ｔ

ｍ
①
【
①
①
房
の
写
農
〕
ぐ
○
（
）
吋
・
①
口
○
○
胃
ご
国
〕
員
旨
の
の
四
国
の
め
旨
匿
邑
胴
○
。
［
○
ご
己
］
（
）
目
や
”
ｌ
“
Ｉ
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国
①
口
頭
①
号
四
ユ
ロ
の
ぐ
四
国
ロ
Ｏ
Ｑ
ｏ
己
①
匡
の
四
庫
①
の
①
扇
ぐ
○
冒
旭
全
国
［
①
①
］
【
凶
、
冨
昌
唄
己
○
コ
口
の
目
安
’
抑
ｌ

両
国
〕
国
尉
さ
風
①
ｚ
胃
匡
禺
巴
尉
ご
Ｃ
Ｏ
禺
己
①
日
闇
Ｘ
ｌ
」

ド
ド
ネ
ウ
ス
の
本
草
書
が
こ
れ
程
早
く
も
日
本
に
届
い
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。
も
う
一
冊
は
、
一
六
四
八
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

で
ヴ
ィ
レ
ム
・
ピ
ソ
（
三
三
の
冒
国
の
○
）
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
ゲ
オ
ル
グ
・
マ
ル
ク
グ
ラ
フ
（
⑦
①
○
侭
三
四
詩
唱
呉
）
の
も
の
で
、
閏
牌
９
国

吊
昌
ヨ
ニ
胃
昌
里
ご
冒
団
日
豊
田
①
一
弓
風
三
を
指
し
て
い
る
。

商
館
の
仕
訳
帳
言
匡
ョ
里
ぐ
目
号
ロ
侶
呂
の
）
に
も
着
荷
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
発
送
側
よ
り
正
確
な
場
合
も
あ
る
。
こ
こ
に
は
書
物
、
上

記
の
包
帯
缶
や
「
よ
く
蒸
留
し
た
水
類
」
、
つ
ま
り
蒸
留
酒
類
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
「
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
日
本
へ
至
急

（
砺
）

便
で
発
送
さ
れ
た
い
ろ
い
ろ
な
医
薬
品
を
詰
め
た
大
き
な
箱
」
で
、
こ
の
箱
に
つ
い
て
は
内
容
の
目
録
が
作
ら
れ
て
い
る
。

「
両
①
ロ
ｍ
Ｒ
．
○
（
旨
①
冨
鴛
員
〕
曾
島
ぐ
①
吋
い
い
①
詩
。
①
ａ
ｏ
曽
目
昂
ご
訂
国
①
邑

号
○
ぬ
巨
四
胃
》
の
×
頁
閉
口
旨
ｚ
①
Ｑ
閏
匿
口
鼻
ぐ
日
］
四
℃
ｍ
ｐ

ｍ
①
⑫
Ｏ
ｐ
Ｑ
①
己
．
○
○
目
】
ロ
庁
庁
の
ｎ
ｏ
⑱
庁
①
ロ
四
国
つ
陰
醇
ｌ

順

函
弓
．
○
一
旨
ョ
ぐ
岸
風
○
寺

（
○
房
冒
己
く
詳
凰
（
）
ご

く

国
守
。
○
一
旨
目
印
ロ
ざ
す
の
国
の

（
○
一
①
匡
冒
ｍ
こ
き
言
旨
’
耐
）

画
き
．
○
一
旨
目
の
巨
の
、
①
国
く

（
○
房
昌
国
の
戸
５
９
己
）

く

い
弓
．
ｍ
９
国
目
の
く
詳
風
○
ご

ａ
宮
ユ
目
の
ぐ
］
耳
ざ
三

ｍ
二
〕
．
の
四
己
の
ロ
ン
ョ
耐
く

（
め
の
日
四
】
Ｐ
昌
里
）

１

つ
ぎ
．
、
①
冒
昴
己
○
○
口
皀
己
く

（
の
①
割
る
。
○
戸
目
昌
昌
）

閃
の
国
○
四
い
め
Ｑ
］
・
印
①
Ｈ
●
言

（
申
Ｄ
Ｄ
）
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い
き
．
”
國
島
×
］
民
の
ｇ
の

（
”
四
昌
〆
辱
丘
耐
）

」
弓
．
○
Ｈ
Ｏ
Ｃ
自
の
○
局
①
昌
巴
厨

（
○
門
○
、
こ
の
○
コ
の
三
巴
尉
）

の
ぎ
．
詞
四
ｇ
ｘ
ｏ
巴
冒
目

（
丙
四
ｓ
×
○
四
ユ
冒
四
の
）

四
目
ウ
．
ｍ
己
弓
澤
匡
の
め
巨
一
ロ
ゴ
巨
。
の

（
ゆ
で
胃
岸
こ
め
、
二
一
℃
ご
口
風
、
）

』
弓
．
ご
ロ
胸
匡
①
ヨ
昌
旦
三
國
再
国
日
日

ａ
侭
匡
①
．
目
ヨ
ニ
四
日
四
目
ョ
）

胃
与
．
ご
口
、
匡
①
ご
盲
目
ｚ
２
ぐ
冒
匡
日

（
ご
ロ
噛
昂
昌
巨
ョ
ｚ
①
『
く
ヨ
ロ
ョ
）

穴
（
〕
の
庁
①
ロ
両
国
四
口
〕
①
己
、
の
毎
ｌ
」

時
に
は
輸
送
中
に
荷
物
が
分
散
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
た
め
売
っ
て
も
損
失
を
出
す
こ
と
が
あ
っ
た
し
、
ま
っ
た
く
売
り
物
に

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
商
館
の
仕
訳
帳
に
明
細
が
残
っ
て
い
る
。
一
六
五
二
年
に
は
ス
ミ
ン
ト
号
が
運
ん
で
き

（
茄
）

た
薬
品
の
一
部
が
腐
っ
た
り
、
瓶
か
ら
漏
れ
た
り
し
て
お
り
、
出
島
で
再
び
補
充
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

扇
ぎ
．
弓
三
国
国
の
＄
シ
ロ
号
○
日
四
、
冨
四
』
酉
洋
弓
．
晟
Ｘ
ｌ
（
弓
言
ユ
肖
四
シ
ロ
号
○
目
肖
三
）

↑
弓
．
、
ｇ
扇
の
円
く
①
く
巴
〕
詞
○
○
の
①
ご
印
画
↑
の
言
乏
く
い
淨
言
．
吟
」
幹
Ｉ
（
⑦
○
国
の
国
ぐ
四
両
（
扇
四
局
匡
冒
）

娼
寄
．
泊
２
℃
三
①
二
日
蝕
』
↑
輿
巨
く
ぐ
い
岸
言
．
呼
鱒
‐
（
ご
ロ
”
屋
①
口
目
目
勺
○
官
二
①
匡
白
）

一
房
．
門
『
ご
翻
四
里
○
寺
①
四
一
留
匡
ぐ
ぐ
の
洋
弓
．
ｌ
曽
旬
Ｉ
（
○
一
①
匡
日
冒
昌
）

』
○
口
の
①
己
○
一
・
○
四
吋
畠
四
つ
酉
．
ぷ
ぎ
．
岸
ｇ
Ｙ
（
ｇ
四
白
〕
○
閏
昌
）

四
○
二
の
①
口
○
一
．
司
○
①
己
の
宮
屋
煙
函
・
酉
．
津
弓
．
鱒
印
Ｉ
（
○
房
巨
日
司
○
⑦
己
ｎ
三
二

一
弓
．
○
四
吋
具
、
①
己
①
皇
９
月
①
弓
四
の
①
局
四
一
⑳
戸
こ
ぐ
の
洋
弓
ｌ
罠
旬
ｌ
」
（
シ
ｐ
ｐ
ｍ
（
〕
四
己
昌
、
①
三
の
ｇ
ｏ
巳

こ
の
荷
も
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
日
本
滞
在
中
に
依
頼
さ
れ
た
も
の
に
違
い
な
い
。

（
訂
）

同
年
、
医
薬
品
を
詰
め
た
大
き
な
箱
が
も
う
一
つ
バ
タ
ヴ
ィ
ア
か
ら
長
崎
へ
送
ら
れ
て
い
る
。
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用
眼
鏡
、
外
科
用
の
、

止
血
に
用
い
る
血
石
、

留
器
」
や
「
銅
、
木
、

（
釣
）

る
人
体
模
型
」
な
ど
。

そ
も
そ
も
、
キ
リ
ス
ト
教
関
係
書
の
密
輸
入
を
防
ぐ
た
め
に
書
籍
は
輸
入
禁
止
だ
っ
た
。
し
か
し
、
す
で
に
一
六
四
一
年
一
○
月
に
は
、

（
田
）

商
館
長
ル
・
メ
ー
ル
Ｐ
の
三
島
①
）
に
、
薬
学
、
外
科
学
、
航
海
術
の
害
は
例
外
だ
と
口
頭
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
六
五

一
年
長
崎
に
来
た
薬
剤
師
兼
外
科
医
だ
っ
た
ョ
Ｉ
ハ
ン
・
ヤ
ー
コ
ブ
・
メ
ル
ク
ラ
イ
ン
も
証
明
し
て
い
る
。

「
こ
う
し
て
船
の
到
着
の
時
に
、
直
ち
に
オ
ラ
ン
ダ
の
書
物
を
調
べ
、
そ
の
挿
絵
に
も
よ
く
注
意
を
払
っ
て
い
た
検
使
た
ち
は
、
特
に
外

ガ
ラ
ス
製
の
吸
角
は
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
い
る
問
に
す
で
に
要
望
が
出
さ
れ
て
い
た
。
一
六
五
二
年
夏
に
届
い
た
潟
血
針
は
同
じ
く
前
年

（
帥
）

の
う
ち
に
注
文
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
ま
た
蒸
留
フ
ラ
ス
コ
を
要
望
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
膏
薬
や
軟
膏
を
作
る
際
に
欠
か
せ
な
い
種
々
の

材
料
を
江
戸
で
作
ろ
う
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
後
任
と
し
て
一
六
五
一
年
二
月
四
日
出
島
に
就
任
し
た
ド
イ
ツ
・
エ
ァ
フ
ル
ト
出
身
の
ョ
ハ
ネ
ス
・
ヴ
ン
シ
ュ

（
魂
）

（
］
○
冨
二
己
①
⑳
雪
昌
勗
呂
）
も
三
ヶ
月
半
後
に
は
江
戸
に
あ
る
井
上
の
屋
敷
に
招
か
れ
た
が
、
特
に
目
立
つ
よ
う
な
活
動
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

井
上
の
方
は
商
館
長
一
行
が
出
発
す
る
前
日
、
一
六
五
二
年
二
月
二
四
日
に
長
い
リ
ス
ト
を
託
し
た
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
治
療
薬
、
道
具

な
ど
の
要
望
は
極
め
て
精
確
で
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
そ
の
後
の
関
心
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
る
。
ミ
イ
ラ
、
ビ
リ
リ
、
犀
角
、
眼
鏡
、
吉
見

用
眼
鏡
、
外
科
用
の
吸
角
、
外
科
用
包
帯
と
軟
膏
の
小
さ
な
缶
、
人
魚
の
骨
、
象
の
脂
、
象
の
瘤
腫
授
乳
期
の
婦
人
が
首
に
付
け
る
乳
石
、

止
血
に
用
い
る
血
石
、
義
手
四
本
、
義
足
二
本
、
犀
の
脂
、
室
内
用
の
寒
暖
計
、
「
硫
酸
、
硝
酸
、
酒
精
な
ど
を
蒸
留
す
る
た
め
の
蓋
付
の
蒸

留
器
一
や
「
銅
、
木
、
そ
の
他
の
材
料
で
模
造
し
、
人
体
の
あ
ら
ゆ
る
部
所
、
手
足
、
内
臓
な
ど
を
で
き
る
だ
け
詳
細
に
見
る
こ
と
が
で
き

シ
ヤ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
江
戸
で
用
い
た
書
物
に
つ
い
て

一
六
五
二
年
春
の
医
術
関
係
の
注
文
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科
と
薬
草
に
関
す
る
医
学
書
は
そ
の
場
で
す
ぐ
に
返
し
て
く
れ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
こ
の
術
に
対
す
る
特
別
な
好
意
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
“
）

し
か
し
、
そ
の
た
め
に
増
長
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
条
件
つ
き
で
は
あ
る
が
。
」

ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
都
市
の
理
髪
外
科
医
は
職
場
と
し
て
の
店
を
持
っ
て
い
た
が
、
出
島
商
館
に
も
主
な
薬
品
、
道
具
な
ど
と
共
に
医
学
、
薬

学
関
係
の
書
物
を
備
え
た
小
部
屋
が
あ
っ
た
。
そ
の
上
さ
ら
に
、
来
日
す
る
外
科
医
は
自
分
が
所
持
す
る
外
科
箱
や
個
人
的
な
本
、
処
方
の

メ
モ
な
ど
を
持
参
し
て
い
た
。
バ
イ
レ
フ
ェ
ル
ト
が
ブ
ロ
ウ
ク
ホ
ル
ス
ト
に
出
し
た
書
簡
か
ら
、
井
上
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
シ
ャ
ム
ベ

（
“
）

ル
ゲ
ル
が
出
島
か
ら
書
物
を
送
ら
せ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ
の
点
は
注
目
に
値
す
る
。
個
々
の
書
名
に
つ
い
て
は
ど
こ
に
も
記
さ
れ

て
い
な
い
が
、
あ
る
程
度
の
推
測
は
可
能
で
あ
る
。

（
肌
）

井
上
が
解
剖
書
を
一
六
五
○
年
夏
と
、
一
六
五
二
年
春
の
二
度
注
文
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
お
そ
ら
く
、
出
島
か
ら
江
戸
へ
送
ら

れ
た
本
の
中
に
は
解
剖
学
の
害
も
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
も
し
か
す
る
と
そ
れ
は
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
書
己
①

冒
日
画
昌
８
ｇ
ｏ
１
呉
号
１
８
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
江
戸
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
通
詞
し
か
い
な
か
っ
た
た
め
、
一
六
五
二
年
に
は
、

こ
の
害
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
あ
る
こ
と
が
要
望
さ
れ
た
。

同
様
に
「
生
態
の
絵
入
り
の
本
草
書
」
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版
が
注
文
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
紅
毛
流
処
方
に
西
洋
の
名
称
で
記
載
さ
れ

て
い
る
薬
草
を
理
解
し
、
日
本
で
も
似
た
よ
う
な
植
物
を
見
つ
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
井
上
は
、
上
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
一
六
五
二
年
に
は
義
手
と
義
足
を
二
本
ず
つ
注
文
し
て
お
り
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て
は
以

（
齢
）

下
の
よ
う
に
指
定
し
て
い
る
。

一
同
様
に
作
ら
れ
た
義
足
二
本
。
上
記
と
同
様
、
足
を
な
く
し
た
場
合
（
ま
た
は
む
し
ろ
好
奇
心
か
ら
）
用
い
る
」
。

こ
れ
は
間
違
い
な
く
義
手
と
義
足
の
銅
版
画
つ
き
の
ア
ン
ブ
ロ
ア
ズ
・
パ
レ
の
著
名
な
「
外
科
学
」
二
三
巻
、
二

．
鉄
製
の
義
手
四
本
と
ね
じ
。
刀
で
戦
う
際
や
筆
で
字
を
書
く
と
き
に
付
け
て
使
用
す
る
。
左
右
二
本
ず
つ
。
一
方
の
組
が
高
価
で
変

わ
っ
て
い
る
。

一
二
章
二
欠
陥
の
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（
“
）

補
充
に
つ
い
て
」
）
か
ら
思
い
つ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

江
戸
で
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
説
明
し
た
膏
薬
や
軟
膏
の
処
方
は
、
そ
の
大
部
分
が
一
六
三
六
年
か
一
六
三
九
年
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
薬
局

（
師
）

方
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
ヤ
ン
・
ス
テ
ィ
ペ
ル
（
言
ご
聾
冒
①
一
）
も
一
六
五
三
年
二
月
に
こ
の
本
を
使
っ
て
処
方
を
説
明
し
て
い
る
。
同
年

二
月
一
四
日
の
夕
方
、
通
詞
の
孫
兵
衛
が
来
て
、
奉
行
甲
斐
庄
喜
右
衛
門
の
た
め
に
「
調
合
薬
数
種
を
書
き
留
め
た
。
鎮
静
用
の
軟
膏
と

膏
薬
で
、
こ
の
た
め
に
ス
テ
ィ
ペ
ル
が
呼
ば
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ペ
ル
は
「
簡
単
な
も
の
か
ら
説
明
を
始
め
」
、
ご
く
わ
ず
か

（
齢
）

の
種
類
で
作
る
こ
と
が
で
き
、
日
本
で
材
料
が
手
に
入
り
、
「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
薬
局
方
に
記
載
さ
れ
て
い
る
」
処
方
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ

の
本
は
間
違
い
な
く
出
島
の
本
棚
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ｒ
ｇ
‐
ロ
ロ
四
蝿
冒
①
》

（
２
）
ｚ
司
当
露
｝
ロ
ロ

（
３
）
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
〉

文
献

（
１
）
出
島
商
館
日
誌
ｅ
四
喝
の
哩
鴛
①
『
〕
以
下
ロ
ロ
）
な
ど
の
資
料
は
オ
ラ
ン
ダ
の
国
立
中
央
文
書
館
の
出
島
商
館
伝
来
文
書
（
醇
詞
シ
」
量
圏
、
ｚ
ａ
①
号
。
‐

号
の
野
９
（
）
昌
旨
園
。
》
以
下
Ｚ
国
）
に
あ
る
。
同
文
害
館
の
東
イ
ン
ド
会
社
一
般
関
係
の
文
書
（
シ
詞
ン
ｇ
色
国
く
の
『
①
昌
魁
①
○
（
）
⑳
冒
昌
、
ｇ
の

９
国
己
儲
昌
①
ゞ
以
下
く
○
ｃ
に
も
日
本
に
関
す
る
文
献
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
４
）

へ
５
）

〆
、

ブ
ロ
ウ
ク
ホ
ル
ス
ト
の
記
述
は
出
島
商
館
日
誌
に
見
ら
れ
る
（
ｚ
臼
田
）
。
フ
リ
シ
ウ
ス
の
旅
行
日
誌
の
写
し
は
バ
タ
ビ
ァ
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
の

四
角
ｇ
〆
三
へ
送
ら
れ
た
。
く
○
○
巨
認
参
照
。

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
出
島
蘭
館
医
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
生
涯
に
つ
い
て
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
六
巻
三
号
、

○
一
～
二
一
○
頁
、
一
九
九
○
年
（
平
成
二
年
）

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
「
弔
辞
」
に
つ
い
て
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
七
巻
四
号
、
一
四
三
＃

五
一
頁
、
一
九
九
一
年
（
平
成
三
年
）

五
一
頁
、
一
九
九
一
年
（

ｚ
閃
］
露
》
ロ
ロ
圏
』
．
勗
巴

司
‐
」
旨
，
旨
③
』
や

ｊ
一

二
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（
９
）

（
叩
）

（
Ⅱ
）

（
岨
）

（
喝
）

（
Ｍ
）

（
略
）

（
肥
）

（
Ⅳ
）

（
鴫
）

（
岨
）

、
〆

（
６
）

へ
７
－

〆
ぺ

（
８
）

村
上
直
次
郎
訳
『

年
（
昭
和
三
三
年
）

「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
、
七
七
～
七
八
頁

加
須
波
留
秘
方
並
諸
家
方
（
成
田
図
書
館
、
千
葉
県
成
田
市
、
ろ
一
七
五
八
○
’
七
）
、
二
九
頁

ｚ
司
］
ご
〕
ｐ
ｐ
ｍ
』
』
認
毎
Ｎ
巨
君
皆
〕
（
巴
一
閉
菅
己
ｍ
９
国
ョ
）

ｚ
司
］
屋
誘
（
吊
穴
四
］
ヨ
嘘
園
．
い
］
３
ｅ

両
日
巨
四
里
日
日
旨
①
三
○
兵
ロ
ョ
亘
四
騨
昌
ョ
の
四
三
国
言
匡
目
》
両
冒
且
四
目
，
匡
目
冨
月
旨
唱
国
弓
吊

「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
、
七
六
～
七
七
頁

ｚ
国
忠
》
ロ
ロ
扇
』
畠
麗
及
び
Ｚ
国
＄
ゞ
ロ
ロ
酔
い
岳
設
》
圏
．
騨
岳
認
参
照

井
上
の
病
気
に
つ
い
て
は
ｚ
国
電
》
ロ
ロ
ョ
・
鱒
屋
望
》
ご
い
、
屋
望
及
び
ｚ
ご
露
》
ロ
口
笛
．
屋
設
参
照
。
ま
た
、
井
上
に
つ
い
て
は
、
永
積

洋
子
「
オ
ラ
ン
ダ
人
の
保
護
者
と
し
て
の
井
上
筑
後
守
政
重
」
『
日
本
歴
史
」
三
二
七
号
、
一
～
一
七
頁
、
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
○
年
）
参

ｚ
詞
］
承
》
ロ
ロ
暗
」
．
晟
認

「
阿
藺
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
、
七
八
～
七
九
頁

村
上
直
次
郎
訳
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』
第
三
輯
、
一
五
○
～
一
五
一
頁
（
一
六
五
二
年
五
月
二
四
日
）
、
岩
波
書
店
、
東
京
一
九
五
八

照
○

ル
」
一
四
巻
五
号
、
一

医
方
秘
伝
の
紹
介
」
戸

オ
ラ
ン
ダ
語
ぐ
用
（
狐
）

「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
、
十

オ
ラ
ン
ダ
語
ｇ
討
吋
（
バ
タ
ー
）

「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
（
佐
藤
文
彦
蔵
書
）
。
宗
田
一
「
日
本
の
売
薬
（
一
七
）
ｌ
オ
ラ
ン
ダ
膏
薬
・
カ
ス
パ
ル
十
七
方
」
「
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」
一
四
巻
五
号
、
二
三
～
二
九
頁
、
一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
年
）
、
宗
田
一
「
カ
ス
パ
ル
の
江
戸
で
の
伝
習
に
つ
い
て
ｌ
阿
蘭
陀
外
科

医
方
秘
伝
の
紹
介
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
二
六
巻
三
号
、
九
七
～
九
八
頁
参
照
。

ｚ
周
一
露
ゞ
ロ
ロ
弓
．
聞

く
○
○
」
弓
動
口
臼
つ

旨
つ
．
い
』
句
、
つ

七
七
頁
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（
恥
）
カ
リ
ブ
の
海
牛
（
目
『
言
胃
、
言
め
目
四
目
言
い
ョ
曽
国
目
砂
）
と
ア
マ
ゾ
ン
の
海
牛
（
弓
胃
房
の
旨
の
ョ
四
二
皇
こ
め
日
二
晨
昌
の
）
、
西
ア
フ
リ
カ
の
海
牛

（
、
毘
呂
の
、
言
、
日
四
二
四
首
い
め
の
冒
の
隠
一
の
。
の
耐
）
を
区
別
し
て
い
る
。
一
七
世
紀
の
有
名
な
百
科
事
典
帰
巳
閏
（
ご
○
一
ｇ
も
畠
巴
に
よ
れ
ば
、
雄

の
頭
か
ら
、
脳
を
分
け
る
骨
を
取
り
出
し
た
。
ワ
イ
ン
に
つ
け
て
刻
む
と
石
に
効
く
と
さ
れ
て
い
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
そ
の
骨
を
伝
染
病

よ
け
の
た
め
首
に
下
げ
る
。
肋
骨
、
特
に
左
側
の
心
臓
に
近
い
部
分
は
血
を
止
め
、
痔
に
効
く
と
さ
れ
て
い
た
。

（
”
）
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
君
屋
の
日
昌
一
の
ぐ
呉
の
金
銭
出
納
簿
」
『
洋
学
史
研
究
」
一
○
号
、
三
八
～
八
一
頁
、
一
九
九
三
年
（
平
成

（
鍋
）
ｚ
句
］
＄
》
ロ
ロ
届
．
旨
・
扇
詔

（
別
）
ｚ
司
］
弓
哩
（
註
、
目
昌
》
○
四
里

（
妬
）
値
段
は
【
百
．
言
．
鴛
巨
言
質

ｚ
司
］
『
認
（
註
、
目
昌
．
》
○
四
の
房
堅
田
四
国
三
四
》
目
．
司
・
］
宜
安
界
）
ご
ｓ
）

値
段
は
号
民
．
旨
〉
加
冒
言
閏
ゞ
月
昌
旨
祠
と
い
う
単
位
で
表
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
旨
曽
は
一
○
フ
ロ
リ
ン
、
三
ス
タ
イ
フ
ァ
ー
、
一
《
べ

４

ｚ
句
］
］
晟
函
（
『
里
魚

ｚ
蜀
］
争
吟
ロ
ロ
辰
．

ｚ
甸
当
霞
『
ロ
口
匡
．

ｚ
甸
］
９
．
ｐ
ｐ
ｍ
』

之
甸
］
匡
認
（
吊
寅

之
甸
］
霞
》
ロ
ロ
印
」

ｚ
甸
］
萱
ゞ
ｐ
ｐ
ｍ
」

ｚ
司
］
つ
吟
ロ
ロ
函
』

ｚ
周
一
巨
罵
（
吊
云
の
ヨ
再
侭

ｚ
句
］
］
畠
唾
（
吊
一
〈
①
昌
民
侭

ｚ
詞
］
巨
毘
（
吊
穴
臼
昌
侭

ｚ
句
］
今
函
』

五
年
）

ニ
ン
グ
で
あ
る
。

９
．
口
ロ
口
巨
．
屋
呂

』
胃
つ
唖
（
尽
め
一
ハ
①
三
一
口
い
》
一

ｍ
一
望
［
）
［
）
印
‐
胃
‐
旨
つ
切
目

①
吟
ｐ
ｐ
ｍ
』
．
岳
望

つ
岸
ロ
ロ
酔
岸
屋
望

］
］
（
）
唖
毎
ｍ
｝
《
①
声
昌
ロ
、
〕
閉
〔

か
鰐
口
口
匡
・
匡
・
晟
望
）

の
鰐
口
口
匡
．
旨
・
晟
望
） ざ

・
苣
霊
ｓ
、
前
掲
文
献
（
一
二
）
参
照
。

い
つ
．
↑
，
］
、
印
・
〕
い
］
。
、
。
］
つ
｛
〕
ｃ
》
い
つ
。
、
。
』
つ
、
つ
吾
醇
』
．
『
。
］
の
、
（
）
堂
酌
』
。
“
．
』
の
可
（
）
》
い
つ
‐
（
）
・
］
の
印
つ
）

開
○
一
』
（
一
ヶ
）

埒
）
一
』
つ
ワ
）

斥
二
』
一
一
〕
》
］
い
す
）
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別
）

（
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）

（
認
）

（
別
）

（
弱
）

（
髄
）

（
師
）
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ｚ
甸
〕
駅
］
（
さ
こ
日
里
．
］
・
旨
・
晟
紹
）

ヴ
ン
シ
ュ
は
ド
イ
ツ
の
エ
ア
フ
ル
ト
（
陣
ご
己
で
生
ま
れ
た
。
一
六
四
七
年
に
ク
ー
号
負
Ｃ
の
）
で
下
級
外
科
医
と
し
て
月
給
二
六
ギ
ル
ダ

で
バ
タ
ビ
ァ
ヘ
来
た
。
そ
こ
で
始
め
は
上
級
外
科
医
の
監
督
下
で
砦
で
働
き
、
後
に
い
ろ
い
ろ
な
船
の
上
級
外
科
医
に
な
っ
た
。
一
六
五
一

年
一
○
月
六
日
に
出
島
商
館
長
ス
テ
ル
テ
ミ
ウ
ス
に
よ
り
上
級
外
科
医
と
し
て
新
た
に
三
年
の
契
約
を
結
ん
だ
。
（
ｚ
国
卸
さ
一
・
急
ｇ
）
彼
の

ｚ
句
］
霞
》
ロ
ロ
岸
一
屋
臼

○
言
耐
８
『
ラ
ン
【
ご
○
匡
当
員

ｚ
胃
一
旨
①
員
屋
目
〕
ミ
ヒ

ｚ
甸
］
＄
》
ロ
ロ
毎
局
．
屋
望

Ｚ
弱
」
堂
》
ロ
ロ
胃
匡
．
屋
望

ｚ
句
］
堂
〕
ロ
ロ
野
酌
扇
臼

ｚ
甸
当
量
》
ロ
ロ
」
』
．
忌
日

古
賀
十
二
郎
「
西
洋
医
学
伝
来
史
』
六
六
～
六
八
頁
、
日
新
書
院
、
一
九
四
三
年
（
昭
和
一
八
年
）

ｚ
両
］
ご
『
ロ
ロ
式
届
』
田
口
国
．
届
．
晟
認

ｚ
両
］
「
劃
（
酎
只
口
冒
》
○
閉
扁
堅
吊

ｚ
司
］
、
望
（
旨
胃
己
巴
と
．
釣
晟
紹
）

ｚ
司
］
、
望
（
旨
二
目
里
、
吟
匡
．
屋
認
）

ｚ
司
］
震
ゞ
ｐ
ｐ
Ｐ
」
．
屋
臼

ｚ
句
］
霞
》
ロ
己
勗
」
．
晟
臼

ｚ
句
］
重
》
ロ
ロ
圏
」
．
５
日

ｚ
詞
］
窪
》
ロ
ロ
尼
．
鱒
勗
臼

ｚ
句
〕
霞
》
ロ
ロ
ロ
餌
晟
留

ｚ
句
，
一
霞
．
ロ
ロ
』
』
．
晟
望

『
劃
魚
ｍ
Ｑ
ｐ
戸
貝
○
四
鱒
①
堅
国
囚
庁
画
昌
Ｐ

砕
夛
面
一
員
｝
〕
四
廟
匡
館
①
国
①
の
旦
肖
①
ご
宮
。
”
①
［
．
］

ミ
ヒ
ェ
ル
（
一
九
九
○
年
）
参
照
。

ｍ
口
邑
①
己
弄
］
］
］
司
」
③
印
画
）

号
の
冠
①
【
国
威
の
三
億
①
ロ
【
ｇ
］
侭
吊
旨
｝
品
》
〕
員
）
四
コ
》
堕
四
目
》
昌
己
【
（
）
吊
四
［
：
。
］

(24） 24



へへへへ

62616059
…習曾…

へへへへへ

6766656463
……………

Ｏ

名
前
は
、
出
島
で
一
緒
だ
っ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
オ
ー
ロ
フ
・
ヴ
ィ
ル
マ
ン
（
○
ざ
或
乏
三
国
国
ロ
三
）
に
現
わ
れ
る
。
白
２
百
耳
罵
い
胃
三
昌
眉
号
冨

弓
『
曾
冒
の
幻
の
①
の
○
『
○
ｇ
］
で
①
『
の
”
問
言
昌
さ
。
①
『
、
⑩
四
目
頁
穴
Ｃ
］
旨
］
侭
四
民
三
《
里
］
四
℃
四
コ
［
…
］
。
ご
言
尉
冒
旦
〕
○
『
頤
展
望
》
ｐ
こ
む

そ
の
年
の
蘭
館
日
誌
に
は
「
外
科
医
」
と
し
て
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
一
六
五
四
・
五
五
年
に
は
「
言
里
目
［
の
①
勿
肘
］
こ
○
言
］
昌
躬
乏
亘
弓
呂
」

が
再
び
日
本
に
現
わ
れ
る
。
彼
は
、
商
館
長
ヴ
ィ
ニ
ン
ク
ス
に
よ
れ
ば
す
で
に
二
度
参
府
に
同
行
し
て
い
た
。
（
ｚ
国
ゞ
目
）
扇
・
曽
訊
望

ｚ
甸
一
３
．
口
ロ
瞳
．
回
屋
紹

「
欠
陥
の
補
足
に
つ
い
て
」
ｅ
の
ロ
島
ｇ
①
己
冒
冒
普
９
－
①
ョ
①
二
目
）

ョ
ハ
ネ
ス
・
ス
テ
ィ
ペ
ル
（
ま
た
は
ヤ
ン
・
ス
テ
ィ
ペ
ル
）
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ユ
ト
レ
ヒ
ト
で
生
ま
れ
た
。
彼
は
月
給
三
四
ギ
ル
ダ
で
ヴ
ィ
テ
ン
・

オ
リ
フ
ァ
ン
ト
号
（
弓
冒
①
二
○
三
四
三
ｃ
の
下
級
外
科
医
と
し
て
一
六
五
○
年
一
一
月
に
パ
タ
ビ
ア
に
着
い
た
。
最
初
は
上
級
外
科
医
と
し
て

東
南
ア
ジ
ア
の
小
島
ソ
ロ
ル
の
「
ヘ
ン
リ
ク
ス
要
塞
」
言
昌
’
①
胡
の
馬
。
一
‐
言
こ
め
）
で
働
き
、
一
六
五
二
年
に
は
川
本
へ
転
勤
し
て
き
て
い
る
（
ｚ
国

、
島
○
一
室
〕
）
。
初
年
の
商
館
長
ｕ
誌
に
は
職
業
名
言
①
一
ョ
①
の
印
５
．
で
し
か
現
わ
れ
な
い
。
次
の
任
期
に
は
一
箇
所
で
○
言
．
三
’
陽
一
こ
曽
〕
聾
ご
里

（
ｚ
国
弓
ゞ
ロ
ロ
畠
昌
訊
と
あ
と
は
す
べ
て
三
［
①
①
の
房
］
『
盲
二
陣
冒
①
一
と
な
っ
て
い
る
（
ｚ
国
誘
自
己
旨
匡
争
認
ゞ
盧
屋
蔑
窟
．
裏
麗
．
弓
碑

晟
望
畠
展
望
』
霞
晟
望
）
。
彼
の
雇
用
契
約
は
一
六
五
三
年
で
終
わ
っ
て
い
た
。
一
六
五
四
年
一
○
月
二
日
に
は
、
前
回
江
戸
参
府
し
た

シ
コ
５
丘

ｚ
甸
］
画
函
函

ｚ
句
］
露
『

ｚ
周
一
＄
｝

ｚ
甸
］
引
》
ロ
ロ
望
．
己
・
岳
と

《
の
○
ぬ
の
す
④
〕
ｇ
一
旦
］
ａ
①
希
ロ
億
四
］
シ
旦
貯
の
ご
国
‐
（
の
○
ｓ
の
ロ
（
）
一
面
昌
尉
ｎ
房
］
］
国
己
吊
『
、
哩
凰
９
房
）
＆
の
Ｈ
Ｐ
己
盲
昌
津
烏
『
牌
三
宝
の
、
胃
、
言
貢
両
国
呈

昌
己
四
昌
昌
①
国
唄
員
①
己
（
詩
『
‐
の
①
き
①
弓
狛
①
．
賀
二
月
三
富
馬
己
ご
ロ
①
己
昌
①
シ
旨
‐
冒
口
ｇ
す
〔
行
ゴ
囚
ベ
ミ
①
庁
彦
①
ｍ
ｏ
ｐ
Ｑ
①
ユ
言
一
］
ぐ
（
）
。
Ｑ
閏
、
三
目
侭
］
の
昌
己

〆
国
昌
①
ョ
｝
国
］
己
の
言
雪
。
Ｑ
閂
⑳
蔚
二
①
（
昌
己
員
の
く
①
目
‐
昌
己
‐
二
号
）
四
二
の
印
ｇ
己
の
ユ
〕
巴
’
の
『
圃
巨
。
①
目
昌
飼
い
①
”
①
二
三
①
万
二
両
の
穴
二
三
異
、
一
三
角
帝
司

］
の
島
月
ゴ
ヨ
詳
旦
国
己
、
①
＆
国
狛
、
Ｑ
四
顕
凰
の
⑳
冒
す
己
の
ゴ
弄
媚
『
（
罰
ユ
讐
〕
１
二
首
〕
〕
煙
、
壷
①
ロ
一
己
（
）
の
ゴ
ョ
ュ
詞
一
号
汽
邑
臼
扇
Ｑ
画
く
○
口
］
］
四
ヶ
①
ロ
の
○
二
①
二
・
一
〉
○
一
］
『
厨
８
℃
一
一

少
。
］
（
）
丘
（
晟
忌
）
》
ロ
ロ
壁
甲
麗
缶

ｚ
周
一
毎
回
ロ
ロ
函
鰐
口
点

ｚ
司
］
、
望
倉
．
旨
．
晟
紹
）

（
』
つ
司
画
）
一
員
〕
吾
〕
。
四
一

四
（
『
。
⑪
。
冒
争
句
つ
）

［
）
閂
）
胃
（
）
」
］
」
毎
ｍ

ロ
ロ
函
鰐
口
］
句
、
函

己
．
巨
屋
望
及
び

ｚ
甸
］
＄
》
ロ
ロ
暖
．
釦
屋
忠
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（
粥
）

め
は
な
く
、
そ
の
後
の
こ
‐

江
戸
へ
赴
い
て
い
る
の
で
、

ｚ
吊
当
雪
ゞ
ロ
ロ
屋
・
旨
．
岳
望

こ
と
や
満
足
で
き
る
立
派
な
勤
務
ぶ
り
か
ら
新
た
に
上
級
外
科
医
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
昇
給
や
任
期
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
取
り
決

め
は
な
く
、
そ
の
後
の
こ
と
は
す
べ
て
ス
テ
ィ
ペ
ル
に
任
せ
ら
れ
て
い
た
（
ｚ
雪
印
ゞ
ざ
屍
等
）
。
翌
春
に
は
ヴ
ン
シ
ュ
が
上
級
外
科
医
と
し
て

江
戸
へ
赴
い
て
い
る
の
で
、
ス
テ
ィ
ペ
ル
は
一
六
五
四
年
晩
秋
に
は
日
本
を
離
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
九
州
大
学
言
語
文
化
部
）
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CasparSchambergersAktivitateninJapan

WolfgangMICHEL

BislangwareneinigewenigeEintrageindenFaktoreitagebiichernvonl649bisl651dieeinzigen

AnhaltspunktefiirdieAktivitatendesdeutschenBarbierchirurgenCasparSchamberger(1623-1706)in

Japan.DurchdieErschlieBungneuerQuellenkannnuneinweitausdetaillierteresBildgezeichnetwerden.

Besonderszunennenist(1)dieBuchhaltungfUrdieGesandtschaftsreisenachEdo(25.11.1649-16.4.1650),(2)

dieBuchhaltungdesKaufmannsW.BijleveltfUrdieZeitvom16.4.1650-15.10.1650,(3)derBriefwechsel

zwischenBijleveltinEdounddemFaktoreileiterA.BrouckhorstinNagasakifiirdiesenZeitraum,(4)die

batavischenFakturenderseinerzeitnachJapanauslaufendenSchiffeund(5)dieinPrivatbesitzbefindli-

chejapanischeHandschrift{GeheimeUberlieferungvonRezeptenderHolland-Chirurgie'(OrandagekaihO
hiden).

AusdiesenQuellenwurdedeutlich,dal3Schambergerl650inEdonahezutaglichmitderVisitevon

Patientenbeschaftigtwar,zudenenderspfitereReichsratlnabaMasanorigeh6rte,fiirdensogar

DiagnoseundRezepterhaltensind・GleichesgiltfUreinenPagen,dereinemMitgliedderkaiserlichen

Familiediente.Erstmalsvorgestelltwirdweiter-alsPatientund:SchUler'Schambergers-derLeibarzt

desGroI3inspekteurslnoueMasashige,namens!Tosaku'.WirlernenzudemdenlnhaltjenerArzneimittel-

kistenkelmen,welchedieGesandtschaftvonFrisiusnachEdobrachte,wieauchEinkaufeinEdound

（
吟
詞
）

医
国



BestellungennachDejima,zudenenSchambergergen6tigtwar,weilihmdieHeilmittelnacheinigel･Zeit

ausgingen.VordiesemHintergrundwerdeneinigeBestellungendurchlnouevorgestelltundzumSchlu6
diemedizinischenFachbUcherer6rtert,dieSchambergerbeisichfiihrte.

エ
函

（
唾
函
）


